
ふるさとを愛する子ども 
 10 日に志々伎漁協前で「おさか

な祭り」が開催されました。 

 たくさんの人。人。人。 

 開会行事には、黒田市長様もい

らっしゃり、御挨拶がありました。 

 来賓の皆様が「おはようござい

ます」とおっしゃると、子どもたち

が元気な声で「おはようございま

す！」と返していました。来賓の方

に「元気がいいね～」と褒められま

した。 

 本校の児童は、漁協女性部の販

売の手伝いをしました。ゆで卵、ミ

ニトマト、フランクフルト、フライ

ドポテトを販売しました。「安いよ

～、安いよ～」と掛け声を出す人。

作った看板を持ち、場内を歩き回

り、宣伝する人。実際に販売する人。

マイクパフォーマンスをする人。

いろいろと活躍の場がありました。 

○○○○さんが、マイクで、「フラ

ンクフルト、ケチャップかけ放題

でーす！」と宣伝したら、列ができ、

フランクフルトが売れました。 

 別の場所では、５・６年の学級部

会で、かき氷を販売しました。子ど

もたちの中には、かき氷を５回も

購入した子もいました。完売だっ

たそうで、大盛況でした。 

 11 時 15 分から、志々伎小学校３

～６年生による「ソーラン節」を披

露しました。多くの観客の前で披

露でき、ふるさと「志々伎」のため

に活躍できたので良かったと思い

ます。アンコールがあり、飛び入り

の１年生や他小学校の児童も一緒

に踊り、盛り上げることができま

した。本校の職員も手伝いに来て

くれました。ありがたい限りです。 

 

この学校だよりは、保護者の皆様や地域の

皆様に、学校の教育方針や児童の様子等を

お知らせしております。ただ、一方通行の感が

あるのを懸念しておりました。そこで、保護者の

皆様、地域の皆様にも、御意見・御感想の

参加の機会を設けたいと考えました。近々、

少しリニューアルする予定です。 
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